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・
乗
務
す
る
日
は
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
業
務
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

・
支
社
企
画
部
門
社
員
が
乗
務
す
る
場
合
は
、
朝

の
短
時
間
行
路
を
基
本
と
す
る
。

【
組
合
の
主
張
】

・
乗
務
労
働
と
地
上
勤
務
と
い
う
二
つ
の
特
殊
性

の
あ
る
業
務
を
行
う
こ
と
は
壁
が
高
い
。

・
支
社
企
画
部
門
社
員
・
当
務
主
務
も
業
務
に
対

す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
が
増
え
る
と
い
う
リ
ス

ク
、
不
安
定
要
素
が
増
え
る
。

・
安
全
第
一
を
労
使
で
一
致
し
て
目
指
す
中
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
い
く
か

が
重
要
だ
。

認
識
が
合
わ
な
い
た
め
、

今
後
も
議
論
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
！

第
３
項 

短
時
間
行
路
に
つ
い
て
も
標
準
数
と
し

て
算
出
す
る
と
と
も
に
、
短
時
間
行
路
数
に
対
し

て
基
本
的
に
乗
務
す
る
現
在
員
数
を
確
保
す
る

こ
と
。

【
確
認
事
項
】

・
乗
務
を
担
当
す
る
列
車
本
数
と
距
離
に
よ
っ

て
、
業
務
を
ま
わ
す
た
め
に
必
要
な
人
工
を
算
出

す
る
た
め
、
短
時
間
行
路
で
あ
っ
て
も
標
準
数
に

算
入
す
る
。
標
準
数
の
考
え
方
と
算
出
方
法
は
今

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

・
人
材
育
成
と
年
休
消
化
を
踏
ま
え
て
現
在
員
を

確
保
す
る
。

・
短
時
間
行
路
は
基
本
的
に
乗
務
す
る
対
象
者
で

行
路
を
回
す
。

第
４
項 

乗
務
率
の
向
上
に
踏
ま
え
、
乗
務
員
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
以
下
の
通
り
実
施
す

る
こ
と
。

① 

一
般
線
区
に
お
け
る
長
時
間
拘
束
の
行
路
を

短
縮
す
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
。
ま
た
、
一
般
線

区
で
の
一
勤
務
の
拘
束
時
間
は
、
稠
密
線
区
に
準

じ
る
こ
と
。

【
会
社
の
主
張
】

・
一
般
線
区
は
拘
束
時
間
の
決
ま
り
は
な
い
が
、

拘
束
時
間
を
あ
え
て
拡
大
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

・
自
宅
出
勤
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

② 

睡
眠
を
目
的
と
す
る
乗
務
の
中
断
に
つ
い
て

は
、
運
転
士
・
車
掌
と
も
に
到
着
点
呼
か
ら
起
床

点
呼
ま
で
６
時
間
以
上
確
保
す
る
こ
と
。

【
組
合
の
主
張
】

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、
５
月
17
日

に
提
案
を
受
け
て
以
降
、
解
明
交
渉

を
２
回
、
合
計
72
項
目
に
わ
た
っ
て

議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
７
月
24
日
に
申
４
号
を
申
し
入

れ
、
７
月
27
日
、
31
日
と
精
力
的
に

団
体
交
渉
に
臨
み
、
第
５
項
①
ま
で

議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
回
の
解
明
交
渉
を
経
て
、
特
に

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
一
つ
目

は
、
乗
務
労
働
と
地
上
勤
務
の
混
合

に
つ
い
て
で
す
。
他
系
統
の
業
務
が

混
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
切

り
替
え
や
、
安
全
確
保
に
向
け
て
蓄

積
し
た
技
術
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・

継
承
し
て
い
く
の
か
、
安
全
を
脅
か

す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
行
先
地
手
当
の
廃

止
」
に
つ
い
て
で
す
。
乗
務
員
は
移

動
が
主
な
業
務
の
た
め
、
行
先
地
で

次
の
業
務
に
備
え
待
機
し
て
い
る
実

態
は
制
度
見
直
し
以
降
も
変
わ
ら
な

い
こ
と
か
ら
疑
問
は
払
拭
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
職
場
で
は
、多
岐
に
わ
た
る
施
策

等
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
に
よ
り
配
信
さ
れ
る
中
、内
容

と
ス
ピ
ー
ド
へ
の
戸
惑
い
や
、「
も
う

決
ま
っ
た
の
か
」と
諦
め
感
を
持
ち
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
る

と
の
声
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
々
奮
闘
す
る
組
合
員
、
社
員
の

期
待
に
応
え
、
納
得
感
の
得
ら
れ
る

勤
務
制
度
見
直
し
と
賃
金
制
度
の
実

現
を
求
め
、
議
論
を
積
み
上
げ
て
い

き
ま
す
。

申４号「乗務員勤務制度の見直し」並びに「賃金制度の改正について」に関する申し入れ

　　　　※全14項目（31点）要求

□乗務労働の特殊性を堅持すること！

　乗務労働の特殊性は移動労働であることで、それに伴い瞬時の判断が求められることや、不安定な状況にあり危険度は高まる。

　大前提として多くの命を預かる責任がある。

□支社企画部門社員・当務主務の乗務は、安全確保のため、実施時期を再考すること！

　乗務労働と地上勤務では思考回路が違う。リスクに対する万全な対策を取るべき。

□疲労に対する休憩・睡眠時間の確保！

　拘束時間の延長と乗務率の向上によって心身ともに疲労が蓄積される。従って、休憩時間や睡眠時間の確保ができなければ安

　全を保つことは出来ない。

□行先地での乗務待機している時間に対して手当を支給すること！

　行先地での時間は、次の乗務に向けての待機時間であり、拘束されている時間である。この実態は制度見直し後も変わらない。

＜その他の要求視点＞

・育児・介護勤務については職場のニーズに合った短時間行路・制度の改善・環境改善など。

・安全の要である指導員が職場に定着するように要員増・「運輸のプロ」の指導員への拡充など。

・乗務員手当のキロ額。ワンマン加給の増額、深夜早朝勤務手当の増支給など。

・稠密線区と一般線区の特情を踏まえて、運用等については各地方で議論を深めること。

◆申４号の要求の主な柱と特徴◆

乗
務
労
働
の
特
殊
性
を
堅
持
し
、

 

「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
」が
担
保
さ
れ
る
制
度
に
し
て
い
こ
う
！

第
１
項 

乗
務
労
働
の
特
殊
性
を
堅
持
し
た
制
度

の
見
直
し
と
す
る
こ
と
。

【
認
識
一
致
】

・
全
系
統
に
特
性
が
あ
る
。
系
統
間
に
優
劣
を
つ

け
る
も
の
で
は
な
い
。

・
生
身
の
人
間
が
労
働
し
て
い
る
。
負
担
軽
減
の

た
め
に
ハ
ー
ド
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
行
っ
て

い
る
。

【
認
識
不
一
致
】

（
会
社
）
乗
務
員
の
業
務
の
特
性
と
し
て
連
続
し

た
緊
張
や
車
内
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
乗
務
員
勤
務

の
特
殊
性
と
し
て
は
、
不
規
則
性
・
不
定
型
と
な

る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

（
組
合
）
乗
務
員
は
列
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
労

働
で
あ
る
。
そ
の
た
め
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
危

険
度
は
高
ま
る
。
加
え
て
、
独
立
行
動
型
の
労
働

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
乗
務
労
働
の
特
殊
性
は
制

度
を
見
直
し
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

【
確
認
事
項
】

・
輸
送
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
は
あ
く
ま
で
も
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
い
ま
す
ぐ

に
導
入
す
る
も
の
で
は
な
い
。

・
乗
務
員
勤
務
制
度
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
も

の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
乗
務
員
勤
務
制
度
の

考
え
方
は
基
本
的
に
残
る
。

第
２
項 
鉄
道
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

現
行
の
課
題
克
服
、
環
境
整
備
の
時
間
の
確
保
が

必
須
の
た
め
、
支
社
企
画
部
門
社
員
お
よ
び
当
務

主
務
の
乗
務
に
つ
い
て
は
実
施
時
期
を
再
考
す

る
こ
と
。

【
会
社
の
主
張
】

・
支
社
企
画
部
門
社
員
が
乗
務
す
る
場
合
の
業
務

量
や
安
全
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
社
員
に
よ
っ
て

担
う
業
務
が
異
な
る
た
め
、
具
体
的
な
対
策
と
問

わ
れ
て
も
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

・
乗
務
労
働
と
支
社
業
務
の
２
つ
の
業
務
を
行
う

と
し
て
も
安
全
の
阻
害
要
因
に
な
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
壁
が
高
い
と
は
思
わ
な
い
。

・
睡
眠
を
取
り
得
る
時
間
が
４
時
間
30
分
程
度
と

あ
る
が
現
状
は
確
保
出
来
て
い
な
い
。

・
女
性
乗
務
員
が
増
え
て
い
る
な
ど
、
乗
務
員
勤

務
制
度
が
で
き
た
当
時
と
状
況
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
止
め
る
べ
き
だ
。

【
会
社
の
主
張
】

・
女
性
は
身
支
度
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。

・
睡
眠
の
環
境
改
善
（
２
段
ベ
ッ
ド
か
ら
個
室
化

や
、
個
別
空
調
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。

③ 

食
事
を
取
り
得
る
時
間
に
つ
い
て
は
労
働
時

間
Ａ
か
ら
労
働
時
間
Ａ
ま
で
の
間
を
確
保
し
た

上
で
、
現
行
時
間
に
対
し
て
10
分
付
加
す
る
こ

と
。

【
会
社
の
主
張
】

・
今
回
の
見
直
し
で
朝
食
時
間
を
５
分
延
長
し

た
。
ト
イ
レ
に
行
く
暇
が
な
い
と
い
う
声
を
受

け
て
拡
大
し
た
。
た
っ
た
５
分
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
要
員
に
も
は
ね
返
っ
て
く
る
。

全
体
的
に
み
れ
ば
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
改
正
だ
。

・
要
求
の
10
分
は
出
来
な
い
が
、
食
事
や
ト
イ
レ

時
間
を
増
や
し
た
い
思
い
は
一
緒
で
あ
る
。

第
５
項 

育
児
・
介
護
勤
務
に
つ
い
て
は
、
職
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
短
時
間
行
路
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
た

め
に
、
以
下
の
通
り
実
施
す
る
こ
と
。

① 

日
中
帯
の
短
時
間
行
路
を
多
く
作
成
す
る
と

と
も
に
、
短
時
間
行
路
の
乗
務
は
育
児
・
介
護
勤

務
Ａ
適
用
者
の
希
望
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
。

【
確
認
事
項
】

・
育
児
・
介
護
勤
務
者
は
日
中
帯
の
短
時
間
行
路

が
ベ
ー
ス
に
な
る
。

・
行
路
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
朝
の
短
時
間
行
路

を
作
成
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

多
様
な
働
き
方
が
出
来
る
。

・
日
中
帯
と
出
勤
し
や
す
い
行
路
を
職
場
に
合
わ

せ
て
作
成
し
て
い
く
。

・
行
路
選
択
は
、
育
児
・
介
護
勤
務
者
が
最
優
先

で
あ
る
。

乗
務
員
の
特
性
を
堅
持
し
、安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
あ
る

乗
務
員
勤
務
制
度
と
職
場
を
創
り
だ
す
８
・
９
集
会

日
時
　
８
月
９
日
（
木
）
13

：

00
〜
16

：

00

場
所
　
赤
羽
会
館
（
赤
羽
駅
東
口
徒
歩
５
分
）

主　な　議　論　内　容

現場で働く組合員が主役の制度を

職場の声でつくっていこう！

青本の考え方は
基本的に残ります！


